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入居者募集
（残り一戸）

今年の3月に完成しました町営
住宅（2標目）の残り1戸の入居者

を募集します。入居を希望される

人は、お早めに申し込みください。

i募集要項i

◆場　所　遠賀町大字広渡字道官

◆募集戸数1戸（3K、3階）

◆家　賃　月額29，500円

◆共益費　月額　4，000円程度

◆敷　金　　　88．500円

（家賃の3カ月分）

◆入居資格
・町内に住所または勤務場所を

有する人
・現に同居し、または、同居し

ようとする親族がある人
・収入が下表に示す基準以内の

人

◆申込期間　4月27日㈱一
一5月11日（鉛

●申込方法　役場総務課窓口に用

意しています所定の申し込み用

紙に記入のうえ、提出してくだ

さい。

◆申込み・問合せ先
遠賀町役場総務課管財係

1審293－1234内線（264）

入居資格収入基準
（給与所得者の場合）

二、、ま �1　人 �2　人 

年 �2．424．000 　円以上 �2．896．000 　円以上 
収 頴 �3，464，000 　円夫婦 �3i876．000 　日東濃 

三で �3　人 �4　人 
年 �3．360．000 　円以上 �3，772．000 　円以上 
収 領 �4，288．000 　円東海 �4．700．000 　F・煮〃 
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整　理　料　金　表

登録利用 �階 �学　生 �6カ月 �1，500円 

12カ月 �3，000円 

一　般 �6カ月 �2，500円 
12カ月 �5，000円 

階 �学　生 �6カ月 �750円 

12カ月 �1，5oo円 

一　般 �6カ月 �1，250円 
12カ月 �2，500円 

屋外利用 � �� �禦∴∴料 

問い合せ先　293－1234　内（264）

▼
手
続
き
▲

●
受
付
時
間

平
日
8
‥
5
0
～
1
7
‥
0
0

土
曜
8
‥
5
0
～
能
‥
0
0

（
た
だ
し
第
2
・
4

土
曜
日
は
休
み
）

●
受
付
場
所

遠
賀
町
役
場
総
務
課

窓
口

●
必
要
な
も
の

整
理
料
金
・
印
鑑

（
学
生
は
学
生
証
）

遠
賀
町
で
は
、
平
成
2
年
4
月
1
日
か
ら
「
遠
賀
町
自
転

車
の
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
糖
行
し
、
歩
行
へ
の
通
路

陣
喜
、
救
急
・
消
防
活
動
へ
の
陣
喜
、
盗
難
の
誘
発
の
防
止
を

図
っ
て
い
ま
す
。
現
在
2
暗
建
て
自
腰
章
駐
車
場
が
空
い
て
い

ま
す
の
で
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
整
理
料
と
印
鑑
を
お
持

ち
の
う
え
、
役
場
絶
境
録
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

糖
の
自
転
車
は

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。
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表1．生活排水〈住宅汚水）の標準的な水量と
水質（1人1日当たり〉　※〔同／l〕＝PPM

訪圭「牒Ie

便　水 �便　　所 �50 �13 �260 

生　活 �台　　所 �30 �18 �600 
洗　　濯 �40 �†9 

椎排水 �風呂 洗面 掃除雑用 �50 20 10 ��75 

書† � �200 �40 �200 

水質汚濁の指標「BOD」

BOD……BiOChemIcaiOxygell Demand．

生物化学的酸素要求量
水中の有機物が微生物の働きで分解され
るときに消費される酸素の量で、有機性
の汚れが大きけ九はそれだけ酸素要求量
が多くなるのでBODは大きな数字になり

ます。逆にきれいな水はBODの値がそれだ

け小さくなるのです。また、生活源境の保全
に関する環境基準による「水道2級」の基準

ではBODは2PPM以下と規定されています。

生
活
雑
排
水
も
き
れ
い
に
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽

－
　
補
助
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
　
－

私
た
ち
が
住
む
道
義
町
は
、
遠
賀
川
水
系
の
豊
か
な
流
れ
と
ひ
る
が
る
縁
が
今
日
ま
で
の
自
然
を
育

く
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
豊
か
な
自
然
を
保
全
す
る
た
め
、
本
町
で
は
、
浄
化
槽
排
水
の
排
出
の
上
乗

せ
基
準
や
放
流
河
川
の
規
制
墓
増
を
定
め
、
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
の
防
止
対
策
を
開
姶
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
併
せ
て
、
合
併
処
理
浄
化
櫓
を
股
置
さ
れ
る
家
塵
に
対
し
、
椴
重
責
の
一
部
補
助
制
度

も
開
姶
し
ま
す
。

“
汚
れ
の
原
因
は

川
・
湖
・
海
な
ど
の
汚
染
が
社
会
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
家
庭
か
ら
続
出
さ
れ
る

生
活
排
水
に
よ
る
汚
れ
が
、
大
き
な
原
因
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

生
活
排
水
は
、
一
般
家
庭
の
生
活
で
使
わ
れ
て

排
出
さ
れ
る
汚
水
で
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
汚
濁

物
質
の
壁
（
B
O
D
量
）
は
約
4
0
g
（
1
人
1

日
当
た
り
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
0
g
の
内
訳
は
、
表
1
に
示
す
と
お
り
水
洗

便
所
汚
水
が
1
3
g
、
生
活
雑
排
水
（
台
所
、
風

呂
、
洗
濯
な
ど
の
排
水
）
が
2
7
g
で
す
。
生
活

雑
排
水
の
中
で
も
台
所
排
水
は
1
8
g
も
あ
り
、

便
所
汚
水
よ
り
汚
れ
の
畳
が
多
い
の
で
す
。

台
所
で
お
椀
一
杯
の
み
そ
汁
を
流
す
と
、
魚
が

す
め
る
ほ
ど
の
水
質
に
す
る
た
め
に
は
、
浴
槽
3

・
5
杯
分
（
1
杯
3
0
0
I
）
の
水
を
必
要
と
し

ま
す
し
、
煮
汁
5
0
0
毒
を
流
し
た
ら
浴
槽
2
6

杯
も
の
水
が
必
要
な
の
で
す
。
河
川
や
湖
な
ど
を

浄
化
す
る
た
め
に
は
、
水
を
汚
す
大
き
な
原
因
で

あ
る
生
活
排
水
の
処
理
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
大

野
で
す
が
、
そ
の
処
理
対
策
と
し
て
注
目
さ
れ
、

期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
合
併
処
理
浄
化
槽
で
す
。

“
B
o
D
を
1
0
P
P
M
に

表
1
の
デ
ー
タ
が
示
す
よ
う
に
、
便
水
と
生
活

難
排
水
の
浄
化
処
理
前
の
B
O
D
は
約
2
0
0
P

P
M
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
合
併
処
理
浄
化

槽
で
処
理
す
る
と
、
除
去
率
9
0
％
で
B
O
D
は

国
の
基
準
の
2
0
P
P
M
以
下
に
ま
で
浄
化
さ
れ

排
出
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
水
と
緑
の
生
活
都
市
を
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
に
掲
げ
る
本
町
は
、
水
質
の
上
乗

せ
韮
準
と
し
て
B
O
D
を
1
0
P
P
M
以
下
に
定

め
、
通
常
の
合
併
処
理
槽
に
加
え
、
高
度
処
理
と

し
て
3
次
処
理
槽
を
設
置
し
、
水
質
環
境
の
面
か

ら
都
市
と
農
村
の
調
和
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
き

ます。合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
だ
け
を
処
理
す
る

単
独
処
理
浄
化
槽
に
比
べ
て
装
置
の
費
用
は
か
さ

み
ま
す
が
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
水
質
は
m
倍

以
上
も
き
れ
い
な
水
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
合
併

処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の
水
洗
化
と
生
活
難
排
水

を
浄
化
す
る
こ
と
で
快
適
な
生
活
が
楽
し
め
る
だ

け
で
な
く
き
れ
い
な
水
と
し
て
流
せ
、
殺
閏
資
用

の
補
助
制
度
も
あ
り
、
牲
能
の
割
に
安
上
が
り
と

い
う
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。
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⑦台所からの野菜くすや天ぷら油榎

とは、できる定け流さないように
ずる。

④浄化膚の重源は切らない。通気口
や送風徴の空想とりいれロはふさ

がない。

S使用上の注意事項
①トイレの洗浄水は十分に流す。

表2．遠賀町の水貰基準

∴　　　∴∴ �∴∴　∴ 

水素イオン濃度（PH） �5．8－8．6 

汚　泥　沈　澱　率 � 

溶　存　酸　素　畳 �1．0m9／l以上 

亜　硝　酸　性　窒　素 �＋ 

透　　　視　　　康 �50度以上 

塩素イ　オ　ン濃度 �90m9／l～140mg／l 

残　　留　　塩　　素 �検出されること （0．01叩／l以上） 

B　　　　　O　　　　　D �10PPMl以下 

衷3．補助　基準　額　（10人椙をこえた場合は対象外です）

－ � 

100品以内 �5人槽 �370，000円 �470，000円 

130品以内 �6人槽 �440．000円 �540，000円 

160品以内 �7人槽 �550，000円 �650，000円 

190品以内 �8人槽 �650，000円 �750．000円 

220品以内 �10人槽 �800，000円 �900，000円 

「へ3、

”
補
助
制
度
の
内
容

㈲
補
助
対
貴
地
域

現
在
、
汚
水
を
集
中
的
に
処
理
し
て
い
る
新
興

団
地
以
外
の
地
域
が
、
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

㈲
補
助
対
象
浄
化
槽

別
表
2
の
水
質
基
準
を
満
た
す
機
能
を
も
ち
、

町
が
認
定
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
で
、
専
用
住
宅

（
延
べ
面
積
の
2
分
の
1
以
上
を
居
住
の
用
に
供

す
る
建
物
も
含
み
ま
す
）
に
殻
陸
さ
れ
る
も
の
が

対
象
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
借
家
や
分
譲
住
宅
の

販
売
を
行
う
人
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

な
り
ま
す
。
な
お
、
新
築
の
場
合
は
、
工
事
と

の
整
合
性
も
あ
る
た
め
基
数
制
限
は
し
て
い
ま

浄
化
槽
は
維
持

管
理
が
大
切
で
す
。

㈲
補
助
基
準
額

本
町
は
、
水
質
の
上
乗
せ
基
準
を
設
定
し
て
い

る
た
め
、
国
の
補
助
基
準
よ
り
補
助
金
額
を
ア
ッ

プ
し
て
、
論
功
基
準
額
を
定
め
て
お
り
、
表
3
の

区
分
に
よ
り
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
な
お
設
置

す
る
浄
化
槽
の
人
相
区
分
は
建
物
の
面
積
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

“
申
請
の
手
続
方
法

用
機
遍
の
認
定

B
O
D
を
1
0
P
P
M
以
下
と
し
て
い
る
た

め
、
町
の
機
種
認
定
を
受
け
て
い
な
い
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、
事
前
に
機
種
認
定

の
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

㈲
受
付
期
間

・
改
良
（
今
の
便
楢
を
取
り
壊
し
て
設
置
す
る
場

合）平
成
2
年
5
月
1
日
～
5
月
1
9
日

・
新
築
（
住
宅
を
新
築
し
て
設
置
す
る
場
合
）

随
時
、
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

㈲
強
電
基
数

予
算
の
関
係
上
、
改
良
の
設
置
基
数
は
胸
声
を

予
定
し
て
お
り
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水

を
処
理
す
る
装
置
で
す
か
ら
、
微
生
物
が
活
動
し

や
す
い
環
境
を
保
つ
よ
う
に
維
持
管
理
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
、
保
守

点
検
、
清
掃
、
検
査
に
分
か
れ
ま
す
が
、
浄
化
槽

法
で
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

○
保
守
点
検
は
登
録
業
者
に

保
守
点
検
は
機
械
の
点
検
・
補
修
や
消
毒
剤
の

補
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者

の
登
録
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
登
録
業

者
に
委
託
を
し
て
く
だ
さ
い
。
保
守
点
検
を
行
う

国
家
資
格
者
と
し
て
浄
化
槽
管
理
士
が
い
ま
す
。

○
清
掃
は
町
の
許
可
業
者
に

槽
内
に
潤
っ
た
汚
泥
な
ど
を
抜
き
取
る
の
が
清

掃
で
す
が
、
こ
れ
は
町
の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽

清
掃
業
者
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

許
可
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

音
指
定
機
関
の
定
期
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い

使
用
開
始
後
6
～
8
カ
月
間
と
、
そ
の
後
は
一

年
に
一
回
県
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
の
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
浄
化
槽
法

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

“
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
、
詳
細
は
役
場
保
健
衛

生
係
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

遠
賀
町
役
場
福
祉
課
保
健
衛
生
係

館
へ
2
9
3
）
1
2
3
4
内
線
2
5
4
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内　定対損

害員貴所
国
債
○
田
園
。
認
園

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
甜
営
舎
に
つ
い
て

音
危
険
物
語
扱
者
拭
験
○

●
試
験
日
）
6
月
1
7
日
（
日
）
●
試
験

種
類
）
乙
謹
（
第
1
種
～
第
4
謡
）
と

丙
謡
●
試
験
会
場
）
北
九
州
大
学
（
北

九
州
市
小
倉
南
区
）
●
願
書
受
付
場
所

と
受
付
期
間
）
遠
賀
郡
消
防
本
部
…
4

月
猪
口
～
5
月
9
日
（
受
験
願
書
は
遠

賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
で
交
付
し
て
い

ます）
漢
受
験
準
備
確
習
会
看

●
請
習
自
）
6
月
7
日
（
木
）
　
●
蘭
留

場
所
）
中
間
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
●

受
付
場
所
と
受
付
期
間
）
遠
賀
郡
消
防

本
部
…
4
月
銃
口
～
6
月
6
日

※
問
い
合
わ
せ
先
）
遠
賀
郡
消
防
本
部

予
防
課
予
防
係
㊨
（
2
9
3
）
1
2
3
1

選
択
コ
ー
ス
　
（
午
後
）

・
か
な
書
道
（
5
0
人
）

・
詩
吟
（
4
0
人
）

・
歌
謡
（
5
0
人
）

・
ち
ぎ
り
絵
（
0
0
人
）

●
締
切
日
　
5
月
1
0
日
（
木
）

●
申
込
先
　
町
中
央
公
民
館
事
務
室

田

（

2

9

3

）

1

3

5

5

（
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
さ
れ
て
い
る

人
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
）

●
そ
の
他

過
去
に
受
講
さ
れ
た
人
の
参
加
も
お

受
け
し
ま
す
が
、
初
め
て
の
人
を
優
先

し
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
者
が
多
い
場

合
に
は
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

ま
た
、
選
択
コ
ー
ス
で
希
望
が
重
な

る
場
合
に
は
、
コ
ー
ス
の
変
更
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学
校
を
卒
業
し
た
人
（
平
成
3
年
3

月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

・
防
衛
庁
が
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
人

●
申
込
用
紙
配
布
開
始
日

5
月
1
日
（
火
）
～

●
受
付
期
間
　
5
月
幾
日
（
火
）
～

5
月
3
1
日
（
木
）

※
採
用
試
験
の
種
類
別
の
受
験
案
内
、

申
込
用
紙
な
ど
は
配
布
日
に
な
り
ま

し
た
ら
、
次
の
担
当
係
で
配
布
し
ま

す。
●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課
人

事
係
＄
0
9
2
（
4
7
2
）
2
3
2
1

大
学
生

国
・
公
立
舘
蟹
一
房
詰
問

私
　
立
舘
鰭
競
詫
間

※
な
お
、
貸
与
期
間
は
平
成
2
年
4
月

か
ら
在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
修
学
期

間
を
修
了
す
る
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す。●
申
込
期
間
　
4
月
5
日
（
木
）

～
5
月
1
5
日
（
火
）

●
申
込
方
法
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
内
（
財
）

福
岡
県
奨
学
会
事
務
局
　
㊥
0
9
2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

遠
賀
町
寿
大
学
講
座

が
掴
ま
り
ま
す
。

●
期
　
間
　
5
月
独
白
（
木
）
～

毎
月
第
2
・
第
4
木
曜
日

（
合
計
1
2
回
）

遠
賀
町
中
央
公
民
館

0
0
議
以
上
の
人

間
人

数
贅
コ
ー
ス
　
（
午
前
）

平
成
2
年
度
防
衛
庁

職
員
採
用
試
験

O
I
種
試
験
（
上
級
係
員
等
を
採
用
す

る
た
め
の
試
験
）
○

●
受
験
資
格
・
昭
和
3
2
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
色
毎
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

S
I
麓
試
験
（
中
級
係
員
等
を
採
用
す

る
た
め
の
試
験
）
鵜

●
受
験
資
格
・
昭
和
統
年
4
月
2
日
か

ら
照
和
埋
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

・
昭
和
埋
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門

㈱
福
岡
県
奨
学
会
で
は

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

（
財
）
福
岡
県
奨
学
会
で
は
向
学
心
が

あ
り
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
修
学
が
困

難
な
学
生
・
生
徒
に
対
し
奨
学
金
の
貸

与
を
行
い
進
学
の
倭
を
図
っ
て
い
ま
す

本
年
度
も
次
の
要
領
で
奨
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

高
等
学
校
1
年
生
（
国
．
畿
歎

大
学
1
年
生
　
（
国
．
畿
鵬
八

●
貸
与
月
額
と
期
間

高
等
学
壁
（
畿
一
一
一
望
諦

身
体
陣
害
者
の
み
な
さ
ん
へ

運
整
題
辞
取
得
希
裏
書
募
集

●
基
　
準

・
免
許
取
得
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
こ
と
で
取
得
が
可
能
に
な
り
、

社
会
活
動
へ
の
参
加
が
期
待
さ
れ

る人。

・
お
お
む
ね
障
害
等
級
4
緻
以
上
で

あ
り
、
福
岡
県
に
1
年
以
上
居
住

し
て
い
る
人
。

（
申
請
状
況
に
よ
り
、
高
齢
者
や
自

力
取
得
が
可
能
な
人
は
制
限
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
締
　
切
　
5
月
8
日
（
火
）

●
申
込
先

遠
賀
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

節

（

2

9

3

）

1

2

3

4

●
問
い
合
わ
せ
先

遠
賀
福
祉
事
務
所

館

（

6

0

1

）

2

1

2

1



。、＼

第8回遠賀町子さも祭り
5月12日出・13日（日）

毎年5月5日に開催していました恒例の子と
も祭りを、今年は少し模様替えして5月12日、
13日の2日間開催します。

12日は「親と子の映画鑑賞会」13日は楽しい
催しが色々あります。友達同士や親子で遊びに
来てね。

1400－17：00

14‘00・－1700

14●00・－17●00

10：00

10．00－11●00

11‘00・－11．30

12．30・－13：00

13：30－14：50

10：00－16：00

1000－16：00

10：00－16：00

5月12日（土曜日）
親と子の映画鑑賞会
☆子　　熊　　物　　語
☆ふしぎの国のアリス

フウフウキャプテンキッド
ポ　ー　ル　競　技

5月13日（日躍日）
花火を合図（こみんなで

風船を飛ばそうI／
グランドゴルフ指導
倉橋宮子フラメンコショウ

劇団新芸術「王様の冠」
フウフワキャプテンキッド

ポ　ー　ル　競∴技

（茶器霊孟）無料開放

パイク3時間耐久レース
第4回工シチューロレースを

見に行きませんか。

このレースは、芦屋海岸につくられた3kmのコ
ースを、3時間で何周走れるかを競うものです。

カーブの連綿や凸凹道、波打ち際の直線、180度のフ

ルターンなど、至る所に見所があります。

150台のパイクの疾走と飽きライダーたちの戦い

をご覧ください。

′と　き＝4月29日（日）午前11時スタート

′ところ＝芦屋海岸綿殻コース

′問い合わせ＝芦屋町役場内町観光協会
℡（223）0881へ

舛添香織ちゃん平議窪盟描くん平蒜8芸覿 
（若松2370）　情事○事mr・　　（上別府67幡地）尤 

＼／＿「謹競、一一　薬篭襲崇‾ 
t‾r iヽ一一一 一‾裏珂○脈 

あ
な
た
も
「
マ
ル
サ
」
に

国
税
専
門
書
真
東

●
受
験
資
格
　
昭
和
綿
年
4
月
2
日
～

昭
和
偶
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
人

●
受
付
期
間
　
5
月
1
日
～
5
月
鳩
目

●
第
－
次
賦
鹸
　
7
月
7
日
～
8
日

●
賦
鹸
会
場
　
福
岡
大
学
高
宮
校
舎

●
問
合
せ
先
　
福
岡
国
税
局

8

0

9

2

（

4

1

1

）

0

0

3

1

●
会
　
場

●
申
込
期
間

●
申
込
み
先

合
計
1
0
回

遠
賀
町
中
央
公
民
館
請
霊

室
4
月
節
目
（
木
）
～

遠
賀
町
中
央
公
民
館
事

務
室
＄
（
2
9
3
）
1
3

－
3
5

●
申
込
締
切
日
　
5
月
1
0
日
（
木
）

●
会
　
費
　
三
千
五
百
円
、
但
し
、
非

会
員
の
人
は
別
に
千
円
を

い
た
だ
き
ま
す
。
（
各
自

昼
食
持
参
）

●
申
込
み
先
　
遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究

会
、
水
口
衝
（
2
9
3
）

l
・
－
5
3
9

㊨
脚
㊧
芭

中
国
語
会
話
教
室
が

開
離
し
ま
す
。

●
期
　
間
　
5
月
Ⅱ
臼
か
ら
1
月
1
3
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日

書
の
史
跡
探
訪

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会

当
会
で
は
、
毎
年
、
春
と
秋
に
史
跡

探
訪
の
小
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

●
目
　
時
　
5
月
H
日
（
月
）
8
時
出

発
（
時
間
厳
守
）
－
1
9
時

帰
着
予
定

●
集
合
場
所
　
中
央
公
民
館
前
広
場

●
行
　
程
　
多
久
聖
廟
－
鵜
殿
窟
石
仏

↓
唐
津
城
－
鏡
山
－
名
護

屋
城
跡
な
ど

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

期
間
中
に
虫
歯
が
病
み

だ
し
た
ら
・
…
‥

5
月
3
日
（
木
）

遠
賀
町
浅
木
鵬
I
I

古
橘
歯
科
医
院

＄

（

2

9

3

）

1

5

6

1

5
月
4
日
（
金
）

芦
屋
町
山
鹿
1
2
－
3
5

有
言
歯
科
医
院

禽

（

2

2

3

）

0

4

0

4

5
月
5
日
（
土
）

水
巻
町
二
棚
－
8

着
日
録
科
医
院

館

（

2

0

2

）

5

2

5

6

診
簾
時
間

午
前
的
時
～
午
後
5
時
ま
で

（
開
園

女
性
軍
真
教
室

5
月
か
ら
女
性
を
対
象
と
し
た
や
さ

し
い
写
実
教
室
を
開
離
し
ま
す
。

●
請
習
目
時
）
5
月
1
2
日
か
ら
7
月
1

日
ま
で
の
毎
週
土
曜
の
1
3
時
5
0
分
～
1
5

時
5
0
分
で
合
計
5
回
●
地
所
）
中
央
公

民
館
●
会
費
）
三
千
円
　
（
期
間
全
期

分
・
但
し
教
材
費
別
）

●
請
師
）
日
本
報
道
写
実
連
盟
・
尾
林

圭
一
●
申
込
み
先
）
山
崎
　
闇
（
船
ノ

本
）
衝
（
2
9
3
）
3
9
8
1

お
詫
び
と
訂
正

4
月
1
0
日
号
の
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
の
中
で
瓜
生

新
明
く
ん
と
舛
浅
春
織
ち
ゃ
ん
の
写
真
が
入
れ
代

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

お
綻
び
し
て
再
度
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



●食生活を見直す●

あなたの食事は

栄養のバランスがとれて（ぽすか

●食塩渋敬重の年次推移●
（国民1人1日当たり）

（g）

122品、｝
117

目標摂取量の上限

⑮・一、－一
人　口　17，099人（－16）

男　　　8，087人（－27）

女　　　8日14人（＋11）

世帯数　　4，991戸（＋17）

転入193人　　転出190人

出生　5人　　死亡　24人

（）内は前月比

◇
塩
分
の
と
り
過
ぎ

高
血
圧
麿
や
臓
卒
中
を
引
き
起
こ
す

保
健
衛
生
係
か
ら

の
お
知
ら
せ

今
回
の
調
査
で
、
一
人
一
目
当

た
り
の
塩
分
の
摂
取
量
が
十
二
・

二
グ
ラ
ム
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
前
年
の
調
査
よ
り
、
〇

・
五
グ
ラ
ム
増
え
た
こ
と
に
な
り

ます。さ
て
、
本
来
人
間
は
一
日
ど
れ

く
ら
い
の
食
塩
を
必
要
と
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
日
の
摂
取
量
を

十
グ
ラ
ム
に
抑
え
る

人
間
が
一
日
に
必
要
と
す
る
食

塩
は
、
な
ん
と
〇
・
一
グ
ラ
ム
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
食
草
を

し
て
い
て
も
お
い
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
で
発
表

さ
れ
た
「
マ
ク
ガ
パ
ン
報
告
」
で

は
、
一
日
五
グ
ラ
ム
と
提
言
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
日
本
人
に
と

年

っ
て
は
、
か
な
り
薄
味
で
す
。
そ

こ
で
厚
生
省
で
は
、
い
ま
の
と
こ

ろ
十
グ
ラ
ム
を
上
限
に
、
塩
分
の

技
収
量
を
減
ら
す
よ
う
、
P
R
を

し
て
い
ま
す
。

漬
物
や
味
噌
汁
を

薄
味
に
し
よ
う

塩
分
摂
取
は
血
圧
と
関
係
が
あ

り
、
塩
分
の
摂
取
が
増
え
る
と
ま

ず
高
血
圧
症
に
な
り
、
つ
い
に
は

脳
卒
中
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
た
ん
ば
く

質
や
脂
質
を
と
ろ
よ
う
に
な
っ
た

の
で
、
血
管
が
や
ぶ
れ
て
し
ま
う

脳
卒
中
は
減
り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
調
査
で
、
減
り
つ

つ
あ
っ
た
食
塩
の
摂
取
量
　
－
　
漬

物
や
味
噌
汁
を
薄
味
に
し
、
ま
た

酢
を
使
う
な
ど
の
工
夫
を
し
て
、

食
生
活
を
少
し
つ
つ
変
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

“

一

乳

児

相

談

▼
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児
対
象

●
期
　
日
　
5
月
8
日
（
火
）

●
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
m
時
0
0
分

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
内
　
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
付

●
料
　
金
　
無
料

▼
生
後
7
カ
月
～
1
2
カ
月
児
対
象

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
持
参
晶

●
内
　
容

●
料
　
金

5
月
1
5
日
（
火
）

9
時
5
0
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

無
料

◇
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

多
橿
類
の
食
品
を
と
る
こ
と
が
大
切

し
ず
つ
で
も
見
直
し
て
い
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

食
べ
る
目
安
は

一
日
三
十
食
品

現
代
の
。
飽
食
の
中
の
偏

食
〟
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ま

ず
、
多
種
類
の
食
品
を
食
べ
る

こ
と
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
種
類
を
多
く
食
べ
る
こ

と
で
、
足
り
な
い
栄
護
素
が
カ
バ

ー
で
き
る
か
ら
で
す
。
そ
の
目
安

と
し
て
、
厚
生
省
で
は
、
一
日
三

十
食
品
を
と
る
よ
う
に
勧
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
実
践
す
る
こ
と

で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が

で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。
急
な
食

生
活
の
改
善
は
無
理
で
す
が
、
少


